
介護老人保健施設
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私たちは人と人とのふれあいを大切にします。

地域とともにひろがる笑顔の輪、心の輪。

介護を要する人の安心と幸福を支え、

温かく、思いやりの心に

「ほほえみ」が生まれ

共に生き、未来を

育みます。



　

「
高
嶺
の
郷

」
は
平
成
１
４
年

９
月
１
日
に
介
護
老
人
保
健
施
設

と
し
て
開
所
し
５
年
を
迎
え
ま
し

た

。
地
域
の
皆
様
と
関
係
者
各
位

の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き

、
今
日
に
至
り
ま
し
た

。

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

。

　
５
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

、
利

用
者
様
へ
の
医
療
・
看
護
と
と
も

に

、
日
常
生
活
の
営
み
へ
の
リ
ハ

ビ
リ

、
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
腐
心
す

る
日
々
の
連
続
で
し
た
が

、
職
員

共
々
が
心
身
を
粉
に
削

っ
て
汗
を

し

、
現
在
の
活
力
を
培

っ
て
く
れ

ま
し
た

。
心
強
い
想
い
を
い
た
し

て
お
り
ま
す

。

　
現
在

、
高
齢
化
が
進
む
中
で
今

後
の
介
護
施
設
の
役
割
を
考
え
ま

す
と

、
ケ
ア
を
積
極
的
に
担
い

、

利
用
者
の
尊
厳
を
守
り

、
生
活
機

能
の
維
持
・
向
上
を
め
ざ
し
努
力

を
続
け
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が

ら

、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
と
し

て

「
自
立
支
援

」
、

「
介
護
の
社

会
化

」
の
た
め
に

、
人
と
人
と
が

生
き
あ
う
環
境
を
育
む
こ
と
が

、

「
高
嶺
の
郷

」
の
更
な
る
使
命
と

考
え
て
お
り
ま
す

。

　
昨
今
の
介
護
保
険
制
度
改
正
等

は

、
サ
ー

ビ
ス
の
質
向
上
が
求
め

ら
れ
な
が
ら

、
制
度
の
持
続
可
能

性
に
対
応
し
た
施
設
給
付
の
見
直

し
が
図
ら
れ

、
事
業
運
営
の
費
用

対
効
果
は
一
層
厳
し
い
も
の
と
な

り
ま
し
た

。

　
又

、
新
予
防
給
付
サ
ー

ビ
ス
と

も
連
携
の
と
れ
た
活
動
基
盤
の
充

実
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

。
そ
の

推
進
の
た
め
４
月
に
開
設
し
ま
し

た

「
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

」
の
機

能
充
実
に
努
め

、
皆
様
の
期
待
に

応
え
て
ま
い
り
ま
す

。

　
こ
の
佳
き
日
を
機
に

、
諸
事
業

の
取
り
組
み
を
強
化
し

、
新
た
な

出
発
と
い
た
し
ま
す

。
改
め
て
皆

様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す

。

高嶺の郷高嶺の郷高嶺の郷高嶺の郷
理念理念理念理念

信条信条信条信条
１. 温かく、思いやりの心を持って利用者に接します。

２. 利用者のニーズに対して常に冷静、客観的に対処するよう心掛けます。

３. よりすぐれた技能を体得するよう日々努力を重ねます。

４. 利用者の方共々、職員同士の円満な人間関係を大切にしてゆきます。

５. 介護・医療の活動の中で常に自らの心身の健康に留意します。

　・人間性の尊厳

　・自立・自生、主体性の尊重

　・全人間的復権

　・地域社会の福祉医療への貢献



　
高
嶺
の
郷
の
現
状
は

、
７
月
末
現

在

、
入
所
者
に
お
い
て
平
均
介
護
度

３
．
０
４

、
利
用
者
数
は
５
０
人

（
満
床
状
態

）
で
す
が

、
在
宅
復
帰

は
月
２
～

３
人
に
止
ま
る
中

、
在
所

日
数
は
１
人
平
均
１
６
８
日
で
す

。

　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者
は
１
日
平

均
２
８
．
６
人

（
定
員
４
０
名

）
、

平
均
介
護
度
２
．
２
４
と
な

っ
て
い

ま
す

。

 
今

、
私
た
ち
の
取
り
組
み
の
中
で

は

、
入
所

、
通
所
部
門
と
も

、

　　
②
　
一
日
の
生
活
で
は
集
団
・
個
別

　
　
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
は
な
く

、
食
事

　
　

、
入
浴

、
ト
イ
レ
等
あ
ら
ゆ
る

　
　
場
所
で
自
立
と
主
体
的
な
活
動
を

　
　
引
き
出
す
た
め
の
生
活
機
能
支
援

　
　
を
行
い

、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

　
　
施
設
と
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

　
　
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す

。

　
③
　
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
等
の
技
術
が

　
　
職
員
だ
け
の
も
の
で
あ

っ
て
は

、

　
　
要
介
護
者
の
生
活
機
能
支
援
は
限

　
　
ら
れ
ま
す

。

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
や

　
　
家
族
介
護
教
室

、
イ
ベ
ン
ト
等

　
　
を
通
じ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
施

　
　
設
と
し
て
活
動
し
ま
す

。

を
基
本
と
し
て
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す

。

　
し
か
し

、

「
高
嶺
の
郷

」
が
歩
ん

だ
５
年
は
職
員
の
研
鑽
・
努
力
の
積

み
重
ね
に
よ
り

、
一
歩
づ
つ
な
が
ら

ケ
ア
の
向
上
に
繋
が

っ
て
き
ま
し
た

が

、
近
時
の
高
齢
化
の
進
行
と
と
も

に
認
知
症
高
齢
者
の
急
速
な
増
加

が

、
介
護
現
場
の
ケ
ア
を
一
層
難
し

く
さ
せ
て
お
り
ま
す

。

　
　

（
次
ペ
ー

ジ
に
続
く

）

　
①
　
利
用
者
の
在
宅
生
活
・
療
養
で

　
　
の
支
援
に
繋
が
る
Ａ
Ｄ
Ｌ

（
日
常

　
　
の
生
活
動
作

）
の
向
上
に

、
全
て

　
　
の
ス
タ

ッ
フ
が
計
画
・
実
践
の
充

　
　
実
に
努
め
ま
す

。

　
平
成
十
八
年
四
月
の
医
療
・
介

護
保
険
制
度
改
正
は

、
制
度
の
持

続
可
能
を
求
め
る
と
と
も
に
国
民

の
ニ
ー

ズ

、
高
齢
者
像
に
応
え
た

サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
を
見
据
え

、

改
革
の
目
的
を
明
確
に
し
て
行
わ

れ
ま
し
た

。

　

「
高
嶺
の
郷

」
が
取
り
組
む
べ

き
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
て
も

、
在
宅

支
援
へ
の
方
向
に
転
ず
る
た
め
の

介
護
老
人
保
健
施
設
の
変
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す

。

　
そ
の
実
現
の
た
め

、
私
達
全
て

の
職
員
が
そ
の
意
を
自
覚
し

、
ケ

ア
サ
ー

ビ
ス
の
知
識
習
得
と
技
術

向
上
に
努
め

、
利
用
者
に
求
め
ら

れ
る
機
能
を
明
確
に
し

、
日
々
の

サ
ー

ビ
ス
に
生
か
す
決
意
を
促
す

も
の
で
し
た

。



　
こ
の
こ
と
は
認
知
症
の
原
因
疾
患

に
応
じ
た
医
療
と
ケ
ア
が
必
要
と
な

る
中
で

、
看
護
・
介
護
部
門
で
は
職

員
育
成
に
お
い
て
人
材
確
保
等
が
現

実
の
諸
課
題
と
な

っ
て
立
ち
塞
が

り

、
そ
の
障
壁
を
乗
り
越
え
な
が
ら

の
日
々
で
も
あ
り
ま
す

。
ま
た

、
忙

し
い
介
護
現
場
に
職
員
ス
ト
レ
ス
も

加
わ
り

、
リ
ス
ク
の
回
避
に
気
を
配

り
な
が
ら
の
毎
日
が
続
い
て
い
ま

す

。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
な
が
ら
も

認
知
症
高
齢
者
に

、
楽
し
く
好
き
な

こ
と
に
取
り
組
む
姿
に
笑
顔
と
意
欲

を
見
つ
け

、
仲
間
と
の
交
流
に
安
心

感
が
生
ま
れ
る
表
情
に
安
堵
を
覚
え

ま
す

。

　
学
習
療
法
や
園
芸
療
法
で
は

、
そ

の
結
果
を
褒
め
る
と
利
用
者
の
や
る

気
と
笑
顔
が
浮
か
び
ま
す

。

　
そ
の
感
動
は

「
人
の
尊
厳

」
を
表

わ
し
て
い
ま
す

。

　
今
後
の

「
高
嶺
の
郷

」
は

、
こ
の

地
域
に
と

っ
て
は
懸
念
す
る
思
い
で

も
あ
り
ま
す
が

、
国
の
療
養
病
床
削

減
策

（
３
８
万
床
→

１
５
万
床

）
を

受
け
止
め

、
菅
原
病
院
の
３
０
病
床

を
転
換
さ
せ

、
現
在

の
５
０
床
を
８
０
床
に
増
床
す
る
予

定
で
す

。

　
こ
の
こ
と
は
来
年
４
月
オ
ー

プ
ン

予
定
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム

（
５

５
床

）
と
共
に
要
介
護
者
の
連
携
支

援
の
上
で
よ
り
効
果
的
と
判
断
し

、

双
方
施
設
で
の
機
能
を
充
実
さ
せ

、

地
域
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す

。

　
以
上
の
背
景
を
踏
ま
え
て

、
私
た

ち
は

「
要
介
護
高
齢
者
に
対
す
る
家

族
の
理
解
を
支
援
す
る

」
た
め
次
の

取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
の

「
高
嶺
の

郷

」
と
し
て
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま

す

。

　
③
　
具
体
的
な
内
容
は

、

「
ふ

　
　
れ
あ
い

、
生
活
リ
ハ

、
趣
味

、

　
　
ク
ラ
ブ

、
レ
ク

、
娯
楽

、
外
出

　
　

、
く
つ
ろ
ぎ

、
情
報

」
の
各
分

　
　
類
別
の
様
々
な
メ
ニ

ュ
ー

を
取

　
　
り
入
れ
ま
す

。

　
④
　
施
設
の
活
動
を
機
関
紙

「
ほ

　
　
ほ
え
み

」
に
よ
り
利
用
者
様

、

　
　
ご
家
族
様

、
地
域
の
皆
様
に
お

　
　
伝
え
す
る
と
と
も
に

、
催
し
も

　
　
ご
案
内
し
ま
す

。

　
⑤
　

「
高
嶺
の
郷

」
の
活
動
が
地

　
　
域
の
皆
様
と
も
一
体
と
な

っ

　
　
て
推
進
す
る
た
め
に
も
ボ
ラ
ン

　
　
テ
ィ
ア
の
参
加
を
募
り
ま
す

。

　
こ
れ
ら
の
諸
活
動
を
通
じ
て

、

高
齢
化
社
会
で
の
地
域
福
祉
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

、
地
域

の
皆
様

、
関
係
各
位
の
ご
支
援

、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す

。

　

「
高
嶺
の
郷

」

　
　
　
　
　
菅
原
　
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
・
職
員
一
同

　
①
　
利
用
者
・
家
族
と
の
相
互
信

　
　
頼
を
大
切
に
し

、
ケ
ア
プ
ラ
ン

　
　
を
在
宅
支
援
に
繋
げ
る
た
め

、

　
　

「
生
活
の
工
夫

」
を
取
り
入
れ

　
　
た
サ
ー

ビ
ス
の
選
択
に
努
め
ま

　
　
す

。

　
②
　
こ
の
た
め

「
高
嶺
の
郷
利
用

　
　
者
自
立
支
援
基
本
計
画

」
に
よ

　
　
り

、
個
別
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

　
　
実
践
と

、
更
な
る
計
画
の
追
加

　
　
を
図
り
ま
す

。



　
老
健
施
設
で
は

、
維
持
期
の
リ
ハ

ビ
リ
を
担

っ
て
い
ま
す

。
身
体
機
能

を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く

、
生
活
の

自
立
と
在
宅
生
活
を
支
援
し
て
い
く

大
切
な
時
期
を
受
け
持

っ
て
い
ま

す

。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
語
源
は

高
嶺
の
郷
の
理
念
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す

「
全
人
間
的
復
権

」
と
訳
さ

れ

、

「
人
生
の
回
復

」
「
人
間
性
の

回
復

」
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
り

、
介

護
施
設
の
中
で
は
老
健
施
設
が
最
も

期
待
さ
れ
る
施
設
機
能
を
有
し
て
い

ま
す

。

　
歩
行
訓
練
や
立
位
訓
練

、
生
活
動

作
訓
練
な
ど
利
用
者
様
の
状
態
に
合

わ
せ
て

、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ

ッ
フ
と
看

護
・
介
護
職
員
等
が
一
日
の
活
動

（
食
事
・
入
浴
・
排
泄
等
も
含
む

）

を
通
し
て
利
用
者
様
と
係
わ
り
ま

す

。

　
訓
練
動
作
を
紹
介
し
ま
す
と

、

「 理学療法 」「 理学療法 」「 理学療法 」「 理学療法 」
　

「 作業療法 」「 作業療法 」「 作業療法 」「 作業療法 」
　

「 マッサージ療法 」「 マッサージ療法 」「 マッサージ療法 」「 マッサージ療法 」
　

「 言語療法 」「 言語療法 」「 言語療法 」「 言語療法 」
　

    
    
利利利利
用用用用
者者者者
様様様様
のののの

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
    
    
俳俳俳俳
句句句句
七七七七
首首首首

　食事・入浴・排泄を含む
　　　　　　　　  日常の生活動作！

起き上がる・座る・立つ・歩く
　　　　　　　   　などの基本動作！

　関節の可動域を広げるために
　　　　　　　  身体をほぐします！ 　お口の体操を含む発語の練習！

高
嶺
の
郷
は
た
の
し
く
通
所
日
待
た

る眠
れ
ぬ
夜
十
七
文
字
を
繰
り
返
し

夏
帽
子
小
意
気
に
被
る
老
婦
人

今
朝
花
の
お
ち
て
指
先
ほ
ど
の
茄
子

風
鈴
に
老
の
繰
り
言
ほ
ぐ
さ
れ
て

青
す
だ
れ
花
一
輪
で
客
を
待
つ

む
だ
話
さ
ら
り
と
団
扇
で
聞
き
な
が

す　
　
 

「
高
嶺
の
会

」

　
　
　
　
　
　
 

作
品
集
か
ら



「 学習療法 」「 学習療法 」「 学習療法 」「 学習療法 」
　

「 園芸療法 」「 園芸療法 」「 園芸療法 」「 園芸療法 」
　

「 回想療法 」「 回想療法 」「 回想療法 」「 回想療法 」
　

「 アロマセラピー 」「 アロマセラピー 」「 アロマセラピー 」「 アロマセラピー 」
　

　
こ
の
よ
う
に
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス

開
始
時
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
リ
ハ
ビ
リ

計
画
に
共
通
・
個
別
サ
ー

ビ
ス
を
組

み
合
わ
せ

、
利
用
目
的

、
要
介
護
状

態
に
応
じ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
行

い

、
効
果
的
な
支
援
を
行

っ
て
ま
い

り
ま
す

。

　
又

、
利
用
者
・
家
族
の
フ
ォ
ロ
ー

を
円
滑
に
進
め
る
た
め

、
相
談
窓
口

を
設
け
る
と
と
も
に

「
家
族
介
護
教

室

」
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す

。

「 レクレーション 」「 レクレーション 」「 レクレーション 」「 レクレーション 」

　やさしい計算や音読で
　　　　　　   脳が若くなります！

昔の歌を歌い、懐かしい家事・
　      道具に触れ・遊び童心に返ります！

土に触れ、野菜や花を育てながら
　　　　　　　　     心が安らぎます！

植物から取れる精油を使った
　　    自然療法でリラックス効果 大！

外出して、ひまわり園へ
　　　　　   行って来ました。

５周年を祝って．．．．．職員制作５周年を祝って．．．．．職員制作５周年を祝って．．．．．職員制作５周年を祝って．．．．．職員制作



創
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行
事
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数
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園
芸
日
誌
か
ら

学
習
療
法
か
ら

　
６
月
９
日

（
土

）
晴
れ

　
○
○
さ
ん
は

、
部
屋
の
中
か
ら

ピ
ー

マ
ン
苗
の
誘
引
指
導
を
さ
れ
ま

し
た

。

　

「
茎
を
締
め
付
け
る
よ
う
に
八
の

字
型
に
縛
る
こ
と
や

」
と
車
椅
子
を

ピ
ー

マ
ン
の
支
柱
に
見
立
て

、
結
び

方
等
を
や
さ
し
く
丁
寧
に
話
さ
れ
ま

す

。

　
○
○
さ
ん

。
椅
子
に
座
り
暑
い
中

ト
マ
ト
の

「
誘
引
と
芽
か
き

」
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

　
そ
の
後

、
○
○
さ
ん
の
言
わ
れ
た

ピ
ー

マ
ン
の
八
の
字
結
び
を
き
れ
い

に
仕
上
げ
て
く
れ
ま
し
た

。

　
８
月
４
日

（
土

）
晴
れ

　
計
算
と
音
読
が
毎
回
上
達
し

、
楽
し

み
に
学
ん
で
く
れ
る
○
○
さ
ん

。
会
話

の
中
で
秋
野
菜
の
準
備
を
話
し
か
け
て

い
た
ら

、
自
宅
で
調
べ
て
来
て
く
れ
ま

し
た

。

　

「
長
い
こ
と
使
わ
な
か

っ
た
自
分
の

ワ
ー

プ
ロ
を
孫
の
助
け
で
打
ち
ま
し

た

。

」
と
満
面
に
笑
み

。

　
○
○
さ
ん
の
家
族
が

「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん

。
こ
の
頃

、
明
る
く
な
り
ま
し
た

よ

」
と
の
こ
と

。
顔
を
合
わ
せ
ば

「
先

生

」
と
手
を
振
り
声
を
か
け
て
く
れ
ま

す

。

感動から
  涙・涙の
    方も・・

上郡中学校 吹奏楽部
　　による演奏会は 迫力満点！

トライやるウィークでは
　　上郡中学校の
　　　　学生さんが参加。

山野里小学校
　　２年生との交流会。

レクレーションでの
　　風船バレーの風景。



●交通案内：山陽本線「上郡駅」下車、徒歩８分
●環境：　　  上郡町の中心部 山野里に位置し、都市型の利便性
　　　　　　　　　 と静けさが 調和した施設です。
　

　　　　　　　　　　　　医療法人社団　　豊寿会

　　　　　　　　　　介護老人保健施設　高嶺の郷高嶺の郷高嶺の郷高嶺の郷
　　〒６７８-１２４１　　　兵庫県赤穂郡上郡町山野里２３０５番地１

　　　　TEL.　０７９１-５７-３２５０　　　　FAX.　０７９１-５７-３２５３

　　　　　ホームページ　　　　http://takaminenosato.com/

　　　　e-mellアドレス　　　rouken@takaminenosato.com

●

　「高嶺の郷」でボランティアをしてみませんか？

　あなたが行えること、行いたいことで力を貸していただけませんか？

　たとえば、

　　　　　　　囲碁、将棋、お話相手、ゲーム、手品、　　　・・・　等々

　　　　　　　　園芸療法、学習療法の補助者。　もちろん食事介助等も可能です。

　　　　　　　　団体、グループでの参加もお待ちしています。

対象　　　　  病状安定期の要介護１～５の方

　　　　　　　  （ 県内・県外を問いません ）

定員　　　　  ５０名

サービス　　 日生活動作訓練　リハビリテーション

　　　　　　　　看護・介護サービス　安定期の診療

　　　　　　　　各種療法　レクレーション

対象　　　　  居宅で療養中の、病状安定期にある

　　　　　　　 要支援（１・２）や要介護１～５の方

　　　　　　　  （上郡町、赤穂市のエリア内は送迎します ）

定員　　　　  ４０名

期間　　　　　月曜日～土曜日 （ 朝から夕方 ）

サービス　 　日生活動作訓練　リハビリテーション

　　　　　　　　看護・介護サービス　安定期の診療

　　　　　　　　各種療法　レクレーション

対象　　　　 居宅で療養中の、病状安定期にある

　　　　　　　  要介護１～５の方 （ 指定 ）

期間　　　　  月曜日～土曜日 （ 指定の時間 ）

サービス　 　リハビリテーション　各種療法サービス

　

　　　　　　　施設利用や介護の相談は、

　　　　　　　お気軽に相談室まで！

　　　　　　　（ ０７９１ - ５７ - ３２５０ ）

併設医療機関　菅原病院

[ 入所 ] （ 施設入所サービス ） [ 訪問リハビリテーション ]

[ デイケア ]
　　　（ 通所リハビリテーション ）

[ 相談 ]


